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呉市公共施設脱炭素化事業（公共施設ＬＥＤ化）の実施に向けたサウンディング型市場調査

実施要項 

 

 

１ 調査の目的 

本市では，令和５年３月に策定した「第３次呉市環境基本計画」「呉市地球温暖化対策実

行計画」の中で，国の目標に準じて２０１３年度を基準として温室効果ガスの排出量を２０

３０年度までに４６％削減し，２０５０年には実質ゼロを目指すこととしており，ゼロカー

ボンシティ宣言を行っています。 

カーボンニュートラルの実現に向けた「温室効果ガス排出量の削減」に加え，高騰する電

気料金に起因して増加している「電力コストの削減」を目的として，本市所有施設の照明に

ついて，ＬＥＤ化を進めています。 

現在，道路照明や港湾漁港施設についてはＥＳＣＯ事業を実施しています。その他のＬＥ

Ｄ化対象施設についても，２０３０年度までに完了したいと考えており，市民センターや学

校教育施設は別途ＥＳＣＯ事業に向けたサウンディング事業調査を実施していますが，その

他の施設についてはＬＥＤ化の手法が定まっておりません。 

そこで，呉市公共施設脱炭素化事業（公共施設ＬＥＤ化）の実施に向けたサウンディング

型市場調査を行い，市場性（事業参入意向）の有無，事業化の可能性，概算事業費，工期な

どのスケジュール等について対話し，今後実施予定の公募型プロポーザルにおける具体的な

公募条件を整理します。 

なお，本調査で提出された意見は，事業化に当たっての参考としますが，本調査への参加

の有無や調査における意見の内容は，公共施設ＬＥＤ化実施事業者の選定プロセスには影響

を及ぼすものではありません。 

 

２ 市の考え方 

（１）背景 

 第３次呉市環境基本計画では，２０３０年度までに対象施設のＬＥＤ照明の導入割合を１

００％とすることを目指しています。 

 一方，財政面では，令和５年度から令和９年度までの５年間で７４億円程度の財源不足が

見込まれており，極めて厳しい状況の中，電気料金が高騰しており，電気料金の削減は喫緊

の課題です。 

 また，対象施設数が多く，既存の照明数量が膨大であるとともに，様々な仕様のものが存

在していることから，１つずつ調査・確認を行いながら施設ごとに設計や改修費用を予算化

し，ＬＥＤ化を進めることは，膨大な費用と時間を要します。 

 このような状況の中，民間活力を活用することによりＬＥＤ化を早期に進め，「電力コス

ト削減」を確実に図るため，このたびの市場調査を実施するものです。 

 

（２）方向性 

 対象施設を２０３０年度までにＬＥＤ化するに当たり，前述の背景からできるだけ早期に

低コストで行いたいと考えています。 
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３ 調査の概要 

（１）対象施設 

   対象施設は現時点で検討中の施設であり，本調査等により変動する場合があります。 

   対象施設   ４６施設   ※別添のとおり 

 

（２）本調査の対象者 

 ア 参加することができる民間事業者は，照明設備のＬＥＤ化（ＥＳＣＯ，リース等）に

ついて知見を有する法人または法人のグループで，次に掲げるすべての要件に該当する

者。 

①地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する者 

でないこと。 

②呉市暴力団排除条例（平成２４年呉市条例第１号）第２条第３号に規定する暴力団 

員等である者又はその統制の下にある者でないこと。 

③民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続開始の申 

立てをしていない者であること。 

④会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条第１項又は第２項の規定による 

更生手続開始の申立て（同法附則第２条の規定によりなお 従前の例によることとされ 

る更生事件（以下「旧更生事件」）という。）に係る同法による改正前の会社更生法 

（昭和２７年法律第１７２号。 以下「旧法」という。）第３０条第１項又は第２項の 

規定による更生手続開始の申立てを含む。（以下「更生手続開始の申立て」とい 

う。）をしていない者又は更生手続開始の申立てをなされていない者であること。 

⑤市税（本市に対して納税義務のあるものに限る。）を滞納していない者であるこ 

と。 

⑥政治活動又は宗教活動を主たる目的としていない者であること。 

 イ 法人のグループの場合は，複数のグループに所属して参加することはできません。 

    

（３）参考資料 

   資料 ①対象施設一覧表（施設概要，電力使用量，図面の有無等） 

      ②関係図面（参加申込をされた後に別途配布します。） 

  

（４）現地視察 

   対象施設の現地視察を一定期間設ける予定です。 

 

（５）対話の内容 

   主に，次に掲げるテーマについて，可能な範囲で御意見や御提案をお聞かせくださ 

い。 

 なお，事業者自らが事業に関わることを前提に対話を行います。 

 次に掲げるテーマ以外についても，本事業の公募に関連する事項や，その他課題など 

があれば御意見をお聞かせください。 

 また，対話当日は，事前に御提出いただいた対話資料に沿って御説明をお願いしま 

す。 



3 

 

 ①ＬＥＤ化をより早期・安価に整備できる効果的かつ効率的な実施手法 

 ②事業実施に向けた手法ごとのコスト比較（見積金額） 

 ③事業手法のアイディア 

 ④事業手法のメリット・デメリット 

 ⑤市場性の有無 

 ⑥事業に向けたスケジュール（プロポーザル方式による事業者選定の場合） 

 ⑦事業化における課題・条件 

 ⑧事業化において利用可能な補助金 

 

４ 本調査の流れ 

（１）参加申し込み 

参加の申し込みは，令和６年２月２９日（木）午後５時までに呉市公共施設脱炭素化

事業（公共施設ＬＥＤ化）の実施に向けたサウンディング型市場調査参加申込書（様式

１）及び市提供資料に関する誓約書（様式２）を電子メールに添付して提出してくださ

い。メールの件名は「【参加者名】サウンディング型市場調査（ＬＥＤ化） 参加」と

してください。メールアドレスは，「７ 連絡先」を参照してください。 

 

（２）対話日時・場所の決定 

  ①対話の日時等は，参加者にメール等でお知らせします。 

  ②対話の実施時間は，９時～１７時までの間，１時間程度で設定します。 

  ③申込多数の場合，希望する時間帯に沿えない場合があります。 

  ④本調査の実施後，別途追加調査をお願いする場合があります。 

  ⑤直接対話の実施場所は，呉市役所本庁舎内で行います。 

   希望により，Ｗｅｂ会議システム（Ｚｏｏｍ）による対話も可能です。 

 

（３）本調査の実施方法 

  ①対話は，事業者ごとに個別に行います。 

  ②対話・提案に必要な資料（「３ 調査の概要（５）対話の内容」の項目に対する意

見・考え方を説明する資料，当該意見・考え方，積算等の根拠を説明する資料）及び会

社概要（パンフレット等）を５部持参してください。Ｗｅｂによる対話の場合は，資料

のデータ送付をお願いします。 

なお，様式に指定はありません。 

 

（４）調査結果の公表 

調査結果は，その概要について，事業者への内容確認を行った上で了解を取った後， 

本市ホームページに掲載します。 

   事業者名や非公表としたい事業者のノウハウに関する部分は，原則として公表しませ

ん。 
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５ スケジュール（予定）     

項 目 日 程 

（１）実施要領の公表  令和６年２月５日（月） 

（２）参加申込期間 令和６年２月５日（月）～令和６年２月２９日（木） 

（３）現地視察 参加申込日～令和６年２月２９日（木）の間で調整 

（４）対話実施日等の連絡   令和６年３月上旬 

（５）対話内容の説明資料事前提出 対話の日の１週間前まで 

（６）対話の実施  令和６年３月１５日（金）～３月２９日（金）までの間 

のいずれか１日（１時間～２時間程度）を予定 

（７）調査結果概要の公表  令和６年４月以降 

 

６ 調査参加協力に関する留意事項 

（１）参加の取り扱い 

   本調査結果に基づき事業者公募が実施される場合であっても，本調査への参加実績

が，公募における優位性を持つものではありません。 

 

（２）対話に関する費用 

  対話への参加に要するすべての費用（書類作成，対話への参加費用等）は，参加事業

者の負担としますのでご了承ください。 

 

（３）守秘義務について 

  本調査を通じて得た情報は口外されないようお願いします。 

 

（４）その他 

   本調査について不明な点等がありましたら，環境政策課までお問い合わせください。 

 

７ 連絡先 

   
呉市環境部環境政策課 担当：西国，松見，熊本 

〒737-8501 

呉市中央４丁目１－６ 

ＴＥＬ：0823-25-3301 

ＦＡＸ：0823-32-1621 

E-mail：kansei@city.kure.lg.jp 


